
                                                 

 
平成 23 年４月 21 日 

各   位 
会 社 名 理 想 科 学 工 業 株 式 会 社

代 表 者 名 代表取締役社長   羽  山   明
（コード番号 6413 東証第一部） 

問 合 せ 先   
役職・氏名 取 締 役  遠 藤  喜 八 郎

電 話 ０３－５４４１－６６１１

 
業績予想および配当予想の修正に関するお知らせ 

 
平成 22 年 11 月２日公表の平成 23 年３月期（平成 22 年４月１日～平成 23 年３月 31 日）   

業績予想、および平成 22 年５月７日公表の平成 23 年３月期配当予想を下記のとおり修正いた

しましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 

１．業績予想の修正について 

（１）平成 23 年３月期通期連結業績予想の修正（平成 22 年４月１日～平成 23 年３月 31 日） 

（金額の単位：百万円） 

 売 上 高       営 業 利 益 経 常 利 益     当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益

前  回  予  想 （ Ａ ） 78,000 3,200 3,300 3,000 118.05 円

今  回  修  正 （ Ｂ ） 76,850 4,400 4,900 6,250 245.94 円

増  減  額（Ｂ－Ａ） △1,150 1,200 1,600 3,250 － 

増   減   率 （ ％ ） △1.5 37.5 48.5 108.3 － 

(ご参考)前期実績 

(平成 22 年３月期) 
78,469 1,669 2,113 △5,937 △231.06 円

 

（２）平成 23 年３月期通期個別業績予想の修正（平成 22 年４月１日～平成 23 年３月 31 日） 

（金額の単位：百万円） 

 売 上 高       営 業 利 益 経 常 利 益     当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益

前  回  予  想 （ Ａ ） 64,400 2,900 4,100 3,700 145.60 円

今  回  修  正 （ Ｂ ） 64,500 4,050 5,400 5,200 204.63 円

増  減  額（Ｂ－Ａ） 100 1,150 1,300 1,500 － 

増   減   率 （ ％ ） 0.2 39.7 31.7 40.5 － 

(ご参考)前期実績 

(平成 22 年３月期) 
66,081 562 938 △5,637 △219.39 円

 



（３）修正理由 

①連結業績予想について 

下期において国内・海外ともに売上が計画を下回りましたが、国内における高付加価値

商品の販売が計画を上回ったことや販売費及び一般管理費が想定を下回ったことから、 

営業利益、経常利益が前回予想を上回りました。また、本日公表の「のれん額の確定およ

び特別利益の発生に関するお知らせ」にてお知らせのとおり、「段階取得に係る差益」を

特別利益として計上したことから、当期純利益が前回予想を上回りました。 

 

②個別業績予想について 

  売上高は概ね計画どおり推移しましたが、連結業績同様、国内における高付加価値商品

の販売が計画を上回ったことや販売費及び一般管理費が想定を下回ったことから、営業 

利益、経常利益、当期純利益が前回予想を上回りました。 

  なお、この度の東日本大震災の平成 23 年３月期業績への影響は軽微でした。 

 
２．配当予想の修正について 
（１）平成 23 年３月期配当予想の修正（平成 22 年４月１日～平成 23 年３月 31 日） 

 １株当たり配当金 

 第 1 四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

前回予想 
（平成 22 年５月７日発表） 

－ 0.00 － 30.00 30.00

今回修正予想 － － － 50.00 50.00

当期実績 － 0.00 －  

前期（平成 22 年３月期）実績 － 0.00 － 30.00 30.00

 

（２）修正理由 

株主の皆様に対する利益還元につきましては、企業体質を強化しつつ業績に裏付けら

れた成果の配分を行うことを基本方針としています。この基本方針に基づき、当社は  

期末配当による年 1 回の剰余金の配当を行い、安定配当の継続に努力しております。 
当期の期末配当金につきましては、1 株につき 30 円を予想しておりましたが、当期の

利益予想が前回予想を上回ったことから、上記のとおり 1 株につき 50 円に修正しました。 
 
（注）本資料に記載されている業績予想数値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき  

作成したものであり、実際の業績は、今後の様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 

 

以  上     


